ホプキンズのソネット 伝統への挑戦 by 山田 泰広
― 59 ―
　ホプキンズ（Gerard Manley Hopkins, 1844―89）は数多くのソネットを残
しているが，実際，畢生の大作『ドイチュランド号の難破』（The Wreck of  
the Deutschland, 1874）以降の主要作品はほとんどがソネット形式（sonnet）
で書かれていて，その数は 30 を超える。ソネットという詩形は，男女の
愛を主題とする詩の形式として 13 世紀イタリアで生まれたが，16 世紀の




―1616），ダン（John Donne, 1572―1631），ミルトン（John Milton, 1608―





















　弱強 5 詩脚という制約の下で書くということは，1 行 10 音節が原則と
いうことになる。ホプキンズ以前に書かれたソネットを調べてみると，調
べた範囲では 5 詩脚，5 強勢（fi ve feet, fi ve stresses）という原則を崩して
いる作品はほとんどないように思われる1）。しかし，音節数に関しては，
1行 9音節，あるいは11音節（稀に12音節）ある作品はかなり見られる。
つまり，1 行当たりの規定音節数が弱音節 5，強音節 5 であるのに，文字




　（1）With panting hounds beguiléd of  their prey,
　（2）But came the waves and washéd it away;
　（3）Enjoyed no sooner but despiséd straight;
　（4）Methought I saw my late espouséd saint
　（5）Fair pluméd Siren, Queen of  far-away!





がある。それに従って，beguiled を [b gá l d]，washed を [w´ c: d]，despised
を [d spá z d]，espoused を [ spáuz d]，plumed を [plú:m d]，consumed を
― 61 ―




　（1）Ah, do not, when my heart hath ‘scaped this sorrow,





wanderest は見た目には 3 音節の語に見えるが，読まれる時は弱音部（slack）
において流音 r をはさむ 2 音節の前のほうが弱化して 1 音節のようになっ





　（1）Though th’ error of  my youth in them appear,
　（2）As ‘t please the Fates, by their resistless force!





















は概ね伝統的である。‘Henry Purcell’（1879）, ‘Felix Randal’（1880）, ‘To what 
serves mortal beauty’（1885）, ‘The Soldier’（1885）, ‘Carrion Comfort’（1885?）の
ように「弱強 6 詩脚」で書かれたソネット（Alexandrine sonnet）もあるが，


















ころ 12 音節を超える行が頻出するからである。以下は 1 行を 5 詩脚とす
る主なソネットについて，そのような行の数を調べた結果である。
制作年 作品名 行数
1877 God’s Grandeur 1
The Starlight Night 4
Spring 4
In the Valley of  the Elwy 3
The Sea and the Skylark 1
The Windhover 9
Hurrahing in Harvest 8
The Caged Skylark 6
Lantern out of  Doors 2
1879 Duns Scotus’s Oxford 7
The Candle Indoors 2
Andromeda 1
? As kingfi shers catch fi re 1
1882 Ribblesdale 1
1885? No worst there is none 3
To seem the stranger 2
I wake and feel 1
Patience 2
My own heart 1
In honour of  St. Alphonsus Rodriguez 0
Thou art indeed just 1
The Shepherd’s Brow 2
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い行が目立つ。とりわけ，‘The Windhover’，‘Hurrahing in Harvest’，‘Duns 
Scotus’s Oxford’ にはそのような行が多い。音節数の最も多い行は ‘The 
Windhover’ の 2 行目，‘Duns Scotus’s Oxford’ の 2 行目で，見たところ，と
もに 16 音節ある。強勢は 5であるから，残り 11 音節が弱い音節というこ
とになる。このように長い行はホプキンズ以前の，英語で書かれたソネッ
トにはないと思われる。それまでのソネットでは，弱強格を規格にする以
上，1 行に弱音節は 5 つ，韻律法上数に入れない縮読分や行末の余剰音節
を含めても 6 つか，せいぜい 7 つまでであろう。11 という数は異常に多
いことが理解されるだろう。
　それらの行は以下のようである。
　（1）dom of  daylight’s dauphin, dapple-dawn-drawn Falcon, in his riding
　（2）Cockoo-echoing, bell-swarmed, lark-charmed, rook-racked, river-rounded9）
　音節が多くなった第 1 の原因は，弱音部に音節が 2 つある詩脚が（1）
















とにある。原稿によれば，下線（ 　 ）を引いた部分がそれで，（1）に 2












いる。outrideは，‘The Windhover’で7，‘The Caged Skylark’で5，‘Hurrahing 



















なり，それがなくても弱強 5 詩脚の 1行分の音節は足りている余剰音節な
ので，ルールには違反しないが，1 行を読むのにかかる時間を確実に長く

















‘Henry Purcell’，‘Felix Randal’，‘To what serves mortal beauty’，‘The Soldier’，
















原理では詩脚数，強勢数だけが決められて，弱音節の数は 0から 3 までの
いずれでもよい16）。だから，強音節のみの詩脚でも弱音節を 3 つもつ詩脚
でも 1 行の中で問題なく使うことができる。‘The Windhover’ や ‘Hurrahing 
in Harvest’ はこの原理に基づいて書かれたソネットである。
　結局，ホプキンズは，スプラング・リズムという原理を採用すること
で「同一格の反復」と「1 行の音節数の固定」という 2 つの制約について
は緩める方向へ大きく踏みだそうとしたが，「14 行という行数」と「1 行
5 詩脚という詩脚数の固定」については，一部の変形（Alexandrine sonnet, 
Curtal sonnet など）を除いて，ソネットを形式として成立させる重要な縛
りとしたため解くことに消極的だったと言えるだろう17）。
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